
平成 24 年度第 1回 千葉県国土利用計画地方審議会 議事概要 

 

 

１ 日 時 平成２４年７月２３日（月） 午後１時３０分から 

 

２ 場 所 ホテルプラザ菜の花 4 階 槙 

 

３ 出席委員（17 名） 

  高橋（洋）会長、飯田委員、今井委員、岩田委員、大江委員、岡委員、 

黒河委員、佐藤委員、高橋(節)委員、髙橋（浩）委員、田中委員、 

出口委員、轟委員、ふじしろ委員、山田委員、山本委員、横山委員 

 

４ 議事 

 

１）開 会 

  新委員の紹介 

 

２）議 事 

①千葉県土地利用基本計画の変更について（諮問） 

  計画図の変更について審議し、了承した。 

 

 ②県土利用のモニタリングに関する調査の実施について 

   第４次千葉県国土利用計画に基づく第２回のモニタリング調査の実施について

審議した。 

 

 ③その他（計画評価制度について） 

 

３）閉会 

 

４）主な発言内容（順不同） 

 ①千葉県土地利用基本計画の変更について（諮問） 

 

（委員） 

○案件１の地図によると森林区域がまだ区画整理事業区域の中に入っているが、今

後ここも変更していくのか。 

 

（事務局） 

○平成２１年度の土地利用基本計画変更の際に、一部完了に伴う森林地域１３ヘク

タールが縮小されている部分であり、今後変更することはありません。 

 

（委員） 

○案件１の区画整理事業区域は市街化区域に既に指定されているのか。 



 

（事務局） 

○既に市街化区域になっております。 

 

（委員） 

○森林地域の変更は全部開発が終わった後に後追い的に変更しているが、参考資料

の開発許可状況にある案件について審議することができるのか。 

 

（事務局） 

○森林地域の変更は現状では後追いになってしまっていますが、国に対して制度の

改善を要望しています。また、開発許可を受けたものの計画が頓挫しているもの

もあるため、完了確認を受けた後で土地利用基本計画を変更するという仕組みに

なっています。 

 

 

 ②県土利用のモニタリング調査の実施について 

 

（委員） 

○モニタリング指標に「エコ農業の推進」というものがあるが、有機農業を推進す

る法律もあるので、有機農業についての指標が必要ではないか。 

 

（事務局） 

○モニタリングの指標について支障がある場合には中間評価の際に見直すことにな

ります。 

 

（委員） 

○モニタリング指標に「新規就農者数」というものがあるが、国が実施する新規就

農の研修等の施策の反映について調べることはできるのか。 

 

（事務局） 

○出典元の統計データに反映されているか否かによります。 

 

（委員） 

○昨年に放射能の放出事故があったので、放射能汚染の影響についての指標が必要

ではないか。 

 

（事務局） 

○放射能や震災が本県の土地利用に及ぼす影響については非常に大事な視点だと思

います。どのように指標として採用するのかは難しい問題がありますが、特殊要

素ということで注視し、各ゾーンごとの分析の中で把握していくことになると思

います。 

 



（会長） 

○モニタリングでは各分野でたくさんの指標を調べています。ここに取り込まれて

いないものもありますが、県民の皆さんに分かりやすい形で示すということで、

限られているところもあります。継続性も必要なので、長期的に指標をどう変え

るか、今後議論が必要になります。 

 

（委員） 

○モニタリング指標の「土砂採取後の緑化完了面積」について、土砂採取後の利用

として、新エネルギー政策である太陽光発電の利用が注目されている中ではある

が、土砂採取後は緑化することが基本線であるのか。 

 

（事務局） 

○土砂採取後は植栽をして森林に戻すというのが原則です。太陽光発電等で利用す

る場合には、別に森林法に基づく手続きをすることになります。 

 

（委員） 

○モニタリング指標については、データが手に入らない指標やセンサスのように５

年ごとのデータしかない指標などの制約があるので、それを前提にして議論する

必要がある。 

 

（委員） 

○モニタリングについてはこの指標で構わないが、１０年スパンの計画であるので、

中間評価の際に、ここでの議論の結果が行政各分野の施策に役立つよう、それぞ

れの分野で状況の変化についてのチェックをお願いしたい。 

 

（事務局） 

○中間評価については指標の状況だけでなく、その他の状況も踏まえて評価する方

向で考えています。 

 

（委員） 

○資料４では指標の合計が１７５となっており、別冊の報告書では１７８の指標が

あるが、どうなっているのか。 

 

（事務局） 

○報告書では再掲ということで、１つの指標を複数の箇所で使用しているものもあ

るため、実数では１７５となります。 

 

（会長） 

○モニタリング制度については継続的にデータの傾向を知るというのは非常に大事

ですが、状況の変化に応じて指標の増減について審議会で議論することになると

思います。 

 



 

 ③その他（計画評価制度について） 

 

（会長） 

○モニタリング制度でデータを集めることは非常に大事ですが、一番大事なのはこ

の評価のところであり、今後適宜意見をいただきたいと思います。 

 

以上。 


